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本研究では高温下での使用を想定した

polytetrafluoro- ethylene (PTFE)の薄膜を作製し, 

熱伝達率を評価した. 近年, 表面濡れ性制御

によるエネルギーの効率的利用が注目されて

いる. 発電所等では, 水の凝縮による熱伝達

が行われており, 熱伝達率を向上させること

でエネルギーの効率的利用とコスト削減を達

成することが可能になる. 水の凝縮には膜状

凝縮, 滴状凝縮の 2 種類があり, 滴状凝縮の

方が膜状凝縮よりも高い熱伝達性を示すと報

告されている. しかし, 滴状凝縮における表

面濡れ性と熱伝達性の関係について統一され

た見解がないため, 滴状凝縮における高熱伝

達率薄膜の処理条件の検討を行う必要がある. 

そこで本研究では, 滴状凝縮を誘引し, 高温

下 で 使 用 可 能 な PTFE を 用 い て , 

Electrospinning 法によって濡れ性の異なる表

面を作製した. そして, 熱伝達率測定系を構

築し, 作製した表面の熱伝達率を測定した. 

Electrospinning 法によってアルミ板上に作製

した薄膜表面の SEM 像を Fig. 1 に示す. これ

より, PVA の混合比が多く, TCD が長いほど

PTFE 粒子が分散し凹凸構造が減少したこと

が示された. 一方, 印加電圧の変化による濡

れ性の変化はあまり見られなかった . また, 

熱伝達測定系を構築し, 熱伝達率を測定した. 

ES法でコーティングした濡れ性の異なる 6種

類のアルミ円管表面の接触角と熱伝達率の関

係を Fig. 2 に示す. いずれの表面も滴状凝縮

となり, 接触角が 84.7 °のとき最大の熱伝達

率を示した. 熱伝達率に大きな影響を与える

因子は表面に形成された水滴の落下頻度と液

径であり, この 2 つの因子の組み合わせによ

って熱伝達率が決定されると推測される. そ

して, 接触角が 84.7 °のときに最大の熱伝達

率示したのは, 水滴の落下頻度と液径が, 熱

抵抗が最小となる組み合わせをとったためで

あると推測される. 
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Fig. 1 SEM images of electrospun surface 

(a) PTFE:PVA 1:1 (15 cm) (b) PTFE:PVA 1:1 (20 cm)  

 (c) PTFE:PVA 1:5 (15 cm) (d) PTFE:PVA 1:5 (20 cm) 

 

Fig. 2 Contact angle and heat transfer coefficient 
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